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米
寿
祝
賀
式 

平
成
三
十
年
度
の
米
寿
表
彰
式
が 

 
 
 
 
 

 

九
月
五
日
（
水
）
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
は
実
に
二
六
名
の
多
く
の
方
が

米
寿
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
、
都

合
の
悪
い
五
名
の
方
が
欠
席
さ
れ
ま

し
た
が
皆
様
方
大
変
お
元
気
で
壇
上

を
華
や
か
に
飾
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。  

 
 
 
 

（
写
真
）
受
彰
者
の
皆
さ
ん 

平
成
三
〇
年
度
受
彰
者
の
お
名
前 

Ａ
班
（
二
四
名
） 

 
 

栗
原 

浩
子 

 

一
班
二
三
期 

 
 

熊
本 

喜
美
子 

一
班
二
三
期 

 
 

脇
坂 

令
子 

 

一
班
二
四
期 

 
 

山
下 

 

博 
 

一
班
二
六
期 

 
 

土
井
田 

悦
子 

一
班
二
七
期 

 
 

島
田 

昭
吾 

 

一
班
三
四
期 

 
 

大
橋 

恵
津
子 

二
班
二
三
期 

 
 

古
谷 

時
子 
 

二
班
二
六
期 

 
 

長
尾 

 

恵 
 

二
班
二
六
期 

 
 

関
本 

周
資 

 

二
班
二
七
期 

 
 

河
野 

キ
ヨ
美 

二
班
二
八
期 

 
 

篠
森 

 

弘 
 

二
班
二
九
期 

 
 

増
田 

正
子 

 

三
班
二
五
期 

 
 

安
藤 

市
人 

 

三
班
二
八
期 

 
 

舩
倉 

和
雄 

 

三
班
二
八
期 

 
 

濵
本 
京
子 

 

三
班
三
一
期 

 
 

小
谷 

佐
智
枝 

三
班
三
三
期 

 
 

亀
田 

幸
三 

 
四
班
二
三
期 

 
 

中
川 

志
子 

 
四
班
二
六
期 

 
 

東 
 

幸
雄 

 

四
班
三
一
期 

 
 

内
海 

義
之 

 

四
班
三
一
期 

 
 

濱
田 

直
也 

 

四
班
三
二
期 

 
 

岡
崎 

良
子 

 

四
班
三
三
期 

 
 

津
田 

周
三 

 

四
班
三
五
期 

Ｂ
班
（
二
名
） 

 
 

田
中 

近
子 

 

六
班
三
六
期 

 
 

花
尾 

正
登 

 

七
班
四
〇
期 

祝 

辞 
 

会
長 

加
藤 

睦
治 

本
日
は
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

皆
さ
ん
の
少
年
・
少
女
時
代
は
戦
争
の

真
っ
最
中
、
終
戦
は
昭
和
二
十
年
の
こ

と
十
五
歳
で
し
た
。
戦
後
の
経
済
大
混

乱
時
は
、
大
切
な
青
春
の
青
年
時
代
で

し
た
。
そ
の
後
、
高
度
成
長
期
を
経
て
、

バ
ブ
ル
の
崩
壊
な
ど
が
起
こ
り
、
大
変

な
波
瀾
万
丈
の
人
生
を
歩
ん
で
こ
ら
れ

た
と
思
い
ま
す
。 

や
っ
と
生
活
も
安
定
し
た
年
月
を

過
ご
さ
れ
、
旧
広
島
市
老
人
大
学
、
現

シ
ニ
ア
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
班
活
動
・
自
治
会
活
動
・
サ
ー
ク

ル
な
ど
で
活
躍
し
貢
献
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
私
た
ち
後
輩
が
今
、
楽
し
く

過
ご
せ
る
の
も
諸
先
輩
の
お
か
げ
で
ご

ざ
い
ま
す
。
今
日
の
米
寿
祝
賀
式
典
に

参
加
い
た
だ
き
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
言
葉
は
足
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
も
ど
う
ぞ
お
元
気
で
お
過
ご
し
い
た

だ
き
、
引
き
続
き
こ
の
シ
ニ
ア
大
学
院

Ｏ
Ｂ
会
に
、
ご
指
導
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く

お
願
い
を
致
し
ま
し
て
、
７
５
０
人
の

会
員
を
代
表
し
、
お
祝
い
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。 

謝 

辞 

 
 

安
藤 

市
人 

三
班
二
八
期 

本
日
、
こ
こ
に
広
島
市
シ
ニ
ア
大
学
院

Ｏ
Ｂ
会
会
員
で
本
年
度
米
寿
を
迎
え
ま

す
二
六
名
に
対
す
る
長
寿
表
彰
を
賜
り

ま
し
た
こ
と
誠
に
有
難
く
、
受
賞
者
を

代
表
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

私
達
は
、
昭
和
一
桁
世
代
半
ば
に
生

ま
れ
、
幼
少
期
、
少
年
少
女
時
代
を
、

い
わ
ゆ
る
支
那
事
変
か
ら
大
東
亜
戦
争

へ
と
突
入
し
た
戦
時
中
の
混
迷
と
我
慢

の
中
で
育
ち
、
更
に
は
敗
戦
に
よ
る
戦

後
の
困
窮
時
代
を
乗
り
越
え
、
そ
し
て

復
興
、
急
速
に
伸
展
し
目
ま
ぐ
る
し
く

変
化
す
る
時
代
に
対
処
し
て
参
り
ま
し

た
。
そ
し
て
現
在
の
繁
栄
す
る
世
界
屈

指
の
日
本
を
造
り
上
げ
た
の
は
、
私
た

ち
の
世
代
で
あ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
し
て
第
二
の
人
生
を
終
え
、
高

齢
の
域
に
差
し
掛
か
っ
た
頃
、
縁
あ
っ

て
当
時
の
広
島
市
老
人
大
学
に
入
学
す

る
こ
と
が
で
き
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
間
、
多
く
の
皆
様
と
交
流
し 

そ
し
て
学
び
、
サ
ー
ク
ル
そ
の
他
諸
活

動
に
も
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
こ
と

で
、
心
身
共
に
喜
び
と
活
力
を
得
て
生
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き
が
い
を
感
ず
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

更
に
は
、
多
く
の
友
人
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 
 

今
や
、「
人
生
百
年
時
代
」
と
言
わ
れ
、

超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
こ
の
米
寿
を
一
つ
の
通
過
点

と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
会
員
の
ご

支
援
と
ご
厚
誼
を
頂
き
な
が
ら
卒
寿
、
白

寿
の
健
康
長
寿
を
目
指
し
て
一
層
精
進

し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
ど
う
か
、

こ
れ
か
ら
も
よ
り
一
層
の
ご
厚
誼
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
ま
す
と
と
も

に
、
広
島
市
シ
ニ
ア
大
学
院
Ｏ
Ｂ
会
の

益
々
の
ご
発
展
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。 

以
上
、
甚
だ
措
辞
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
お

礼
の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

本
日
は
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

   

 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

広
島
県
知
事
表
彰 

 
 
 

鯉
城
の
会 

 
 

（
写
真
）
表
彰
式
会
場
に
て
） 

鯉
城
の
会 
表
彰 

 
 
 
 

小
松 

清
志 
三
班
三
五
期
文

化
部
長
の
勧
め
に
よ
り
一
筆
啓
上
。 

広
島
県
知
事
表
彰
は
広
島
県
の
「
あ
い
サ
ポ

ー
ト
運
動
」
を
推
進
す
る
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト

団
体
」
と
し
て
の
表
彰
で
す
。
あ
い
サ
ポ
ー

ト
団
体
と
な
っ
た
理
由
は
鯉
城
の
会
が
毎

年
開
催
し
て
い
る
「
障
害
者
介
助
講
習
会
」

を
中
国
新
聞
に
大
き
く
報
道
さ
れ
、
県
の
担

当
監
が
会
に
参
加
さ
れ
た
結
果
サ
ポ
ー
ト

団
体
へ
の
加
入
を
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

表
彰
理
由
は
①
広
島
市
外
か
ら
の
障
害

の
あ
る
観
光
客
の
介
助
・
観
光
案
内
、
②
障

害
者
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支

援
、
③
介
助
講
習
会
の
開
催
、
の
三
点
で
す 

 

「
介
助
講
習
会
」
と
は
平
成
二
十
四
年
度

広
島
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
「
近
年
、
旅
行

や
研
修
で
広
島
市
を
訪
れ
る
障
害
者
及
び

障
害
者
団
体
か
ら
、
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

要
望
・
相
談
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。 

こ
の
講
座
に
お
い
て
、
一
時
的
に
広
島
市
を

訪
れ
る
障
害
者
に
関
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
、
当
事
者
に
安
心
し
て
広
島
市

に
滞
在
し
て
戴
く
こ
と
の
で
き
る
体
制
づ

く
り
を
目
的
」
と
し
て
開
催
。 

参
加
者
に
会
の
結
成
を
依
頼
さ
れ
、
参
加
者

二
十
七
名
中
十
三
名
が
賛
同
し
「
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
鯉
城
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
会

の
運
営
は
会
費
と
「
ひ
と
・
ま
ち
広
島
未
来

づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
」
か
ら
平
成
二
十
六
年
か

ら
三
年
間
で
三
十
七
万
六
千
円
の
助
成
金

で
ま
か
な
い
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
会
の
案
内

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
四
十
七
都
道
府
県
・
十
三

政
令
指
定
都
市
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
発

送
）
の
作
成
。
こ
の
介
助
講
習
会
は
毎
年
三

月
に
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
視
覚
障
害
者
及

び
車
い
す
ユ
ー
ザ
ー
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

支
援
戴
い
て
い
ま
す
。 

 

尚
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鯉
城
の
会
は
会
員
数

二
十
九
名
中
広
島
市
シ
ニ
ア
大
学
生
一
名
、

大
学
院
生
二
名
、
Ｏ
Ｂ
会
会
員
十
五
名
が
会

員
登
録
し
て
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
い
つ

で
も 

ど
こ
で
も 

で
き
る
時
に 

で
き

る
こ
と
を 

で
き
る
人
と
一
緒
に
や
ろ
う
」

の
精
神
で
活
動
。
活
動
へ
の
参
加
は
自
由
で

す
。
ぜ
ひ
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
鯉
城
の
会
」
に

ご
参
加
下
さ
い
。 

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 
 
 
 
 

黒
瀬 

睦 

八
班
四
十
期 

グ
ル
ー
プ
名 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
健
福
⑰ 

＊
活
動
内
容 

①
老
人
施
設
等
訪
問 

 

②
平
和
祈
年
式
典
時
、
車
い
す
介
助
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア 

 

③
広
島
市
あ
い
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

ボ
ラ
ン
テ
ェ
ア 

 

④
発
達
障
害
者
家
族
の
集
い
保
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア 

 

⑤
Ｍ
コ
ン
サ
ー
ト
で
の
車
い
す
介
助

等
々 

活
動
周
期
・
参
加
人
員 

 

毎
月
・
又
は
年
間
１
回
～
１
５
回
行
う 

活
動
場
所 

 

平
和
記
念
公
園
・
東
区
Ｓ
セ
ン
タ
ー
・
西

区
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
広
島
国
際
会

議
場 

.

活
動
を
実
施
す
る
中
で
感
じ
た
事 

 

平
成
２
９
年
１
２
月
３
日
（
日
）
広
島 

身
心
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
東
区
光
町 

主
催
）「
２
０
１
７
文
化
祭
」
に
ボ
ラ
ン 
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テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
十
時
に 

松
井
市
長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
パ
フ
ォ
ー 

マ
ン
ス
広
場
で
は
車
い
す
ダ
ン
ス
や
オ 

カ
リ
ナ
、
フ
ル
ー
ト
、
ギ
タ
ー
の
演
奏
、 

そ
し
て
銭
太
鼓
、
和
太
鼓
の
演
奏
な
ど
日 

頃
練
習
さ
れ
て
い
る
成
果
が
わ
か
る
素 

敵
な
演
奏
で
し
た
。 

私
は
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
で
１
階
か
ら
３
階

ま
で
の
５
か
所
を
回
っ
て
こ
ら
れ
た
先

着
６
０
０
名
の
方
に
景
品
を
渡
す
役
目

で
し
た
。 

こ
の
景
品
は
各
作
業
所
で
焼
か
れ
た

様
々
な
形
の
ク
ッ
キ
ー
で
し
た
。
好
き
な

ク
ッ
キ
ー
を
選
ぶ
の
に
迷
う
人
で
長
い

行
列
が
出
来
る
ほ
ど
で
し
た
。 

 

障
害
の
あ
る
方
や
、
そ
の
家
族
、
介
助
者

な
ど
多
数
参
加
さ
れ
、
一
日
を
楽
し
ま
れ

た
こ
と
。
私
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
一
緒
に

行
動
し
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

た
だ
残
念
だ
っ
た
の
は
、
私
は
手
話
が
で

き
ず
、
お
っ
し
ゃ
り
た
い
こ
と
を
理
解
出

来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
れ
で
も
触
れ

合
う
こ
と
は
で
き
た
か
な
ー
と
。 

 

今
日
も
気
持
ち
の
い
い
一
日
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

フ
ォ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン 

 
 
 
 
 

東 

和
子 

五
班
四
十
期 

 

 

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
御
存
知
で

す
か
？
ユ
ニ
セ
フ
と
違
う
と
こ
ろ
は
希
望

す
る
発
展
途
上
国
の
子
供
の
地
域
援
助
を

含
め
て
、
直
接
そ
の
子
が
十
八
才
に
な
る
ま

で
援
助
を
し
ま
す
。 

 

手
紙
を
書
く
習
慣
の
無
い
子
が
拇
印
を

押
す
こ
と
か
ら
始
め
、
素
敵
な
絵
や
自
分
の

気
持
ち
や
将
来
の
夢
を
書
い
て
送
っ
て
来

る
迄
の
過
程
は
、
自
由
で
物
が
溢
れ
便
利
な

生
活
に
慣
れ
た
私
達
に
は
色
々
考
え
さ
せ

ら
れ
る
事
な
の
で
す
。 

 

私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
三
十

五
年
間
に
援
助
し
た
十
二
か
国
、
四
十
六
名

の
子
供
達
の
中
に
は
突
然
土
地
を
離
れ
る

子
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
施
設
が
襲
撃
さ
れ
打
ち

切
り
に
な
っ
た
子
、
先
生
に
な
る
為
に
上
の

学
校
に
進
ん
だ
子
等
々
、
私
は
子
供
達
を
通

し
て
様
々
な
世
界
を
知
り
驚
き
、
悩
み
、
次

の
子
を
受
け
入
れ
、
別
れ
を
繰
り
返
し
て
、

そ
れ
を
折
々
に
自
分
の
子
供
達
に
語
り
聞

か
せ
て
来
ま
し
た
。 

 

経
済
的
に
豊
か
に
な
っ
た
現
代
で
す
が
、

世
界
中
自
己
中
心
で
人
々
の
心
が
荒
廃
し

て
来
た
と
思
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。 

 

日
本
で
は
東
日
本
大
震
災
後
「
絆
」
と
い

う
素
晴
ら
し
い
繋
が
り
が
様
々
な
所
で
浸

透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
発
展
途
上
国
の
子
供

達
と
の
絆
は
草
の
根
の
様
に
広
く
深
く
根

を
広
げ
て
こ
そ
確
か
な
形
と
し
て
残
る
と

感
じ
ま
す
。
優
し
い
心
を
持
っ
た
子
供
達
を

育
む
事
が
将
来
、
平
和
の
礎
と
な
る
と
信
じ

た
い
の
で
す
が
・
・
・
・
・
。 

 

米
寿
を
迎
え
て 

 
 
 
 
 

山
下 

博 

一
班
二
六
期 

 

こ
の
度
、
八
十
八
才
を
迎
え
る
事
に
な
り
、 

 

皆
様
の
ご
指
導
を
戴
き
感
謝
に
堪
え
ま

せ
ん
。
シ
ニ
ア
大
学
に
入
学
し
約
二
十
年
、

こ
の
期
間
は
私
の
人
生
に
と
っ
て
最
も
貴

重
な
一
時
で
あ
り
ま
す
。
勉
学
は
勿
論
の
こ

と
先
輩
、
同
期
、
後
輩
の
皆
さ
ん
と
の
触
れ

合
い
が
充
実
し
て
最
高
の
日
々
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。
本
当
に
二
十
年
の
ご
指
導
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
最
近
記
憶
が
悪
く
な

り
ま
し
た
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
は
戦
時
中
の
事
で
す
。
私

が
呉
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
学
徒
動
員
で
呉

海
軍
工
廠
へ
通
っ
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
東

洋
一
大
き
い
第
四
ド
ッ
ク
付
近
で
グ
ラ
マ

ン
機
が
近
づ
い
て
い
ま
し
た
の
で
鉄
板
の

下
に
身
を
伏
せ
て
い
た
時
、
ド
ッ
ク
の
駆
逐

艦
か
ら
「
貴
様
危
な
い
か
ら
防
空
壕
へ
入
れ
」

と
大
声
で
叫
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
言
わ
れ

る
ま
ま
全
力
で
横
穴
の
防
空
壕
に
飛
び
込

ん
だ
の
で
す
。
そ
こ
に
は
既
に
沢
山
の
人
が

い
て
奥
に
は
入
れ
ず
入
り
口
で
伏
せ
ま
し

た
。
そ
の
直
後
爆
弾
が
破
裂
、
爆
風
が
物
凄

い
勢
い
で
防
空
壕
に
入
り
中
に
居
た
全
員

が
「
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
」
と
泣
き
叫
び
、

私
に
抱
き
つ
き
ま
し
た
。
私
は
目
を
耳
を
塞

い
で
い
ま
し
た
が
、
腕
を
引
っ
張
ら
れ
爆
風

を
直
に
受
け
た
の
で
す
。
暫
ら
く
し
て
空
襲

が
終
わ
り
周
囲
を
見
る
と
上
下
中
学
校
の

名
札
を
付
け
た
女
学
生
で
し
た
。
爆
撃
が
済

ん
で
防
空
壕
か
ら
出
て
見
る
と
第
４
ド
ッ

グ
の
駆
逐
艦
が
横
倒
し
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
も
う
一
件
の
記
憶
は
呉
阿
賀
の
大
入
魚

雷
発
射
場
で
の
出
来
事
で
す
。
毎
日
人
間
魚

雷
の
訓
練
で
若
い
兵
士
が
魚
雷
に
一
人
し

か
入
れ
な
い
中
に
入
り
、
出
向
き
潜
っ
た
先

約
３
０
０
Ｍ
で
浮
上
す
る
訓
練
を
繰
り
返

し
て
い
た
の
て
す
。
当
時
、
私
は
無
線
通
信

士
を
し
て
い
た
が
ア
メ
リ
カ
の
放
送
が
頻

繁
に
あ
り
ま
し
た
。
「
こ
ち
ら
は
サ
イ
パ
ン

放
送
局
で
す
、
日
本
は
今
１
１
時
５
０
分
で

す
。
１
２
時
に
日
本
は
負
け
ま
す
の
で
早
く

故
郷
へ
帰
り
な
さ
い
」
と
の
放
送
で
し
た
が
、

我
々
日
本
は
絶
対
に
負
け
な
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
８
月
６
日
、
大
爆
発

あ
り
暫
ら
く
し
て
爆
風
が
来
た
の
で
吉
浦

の
弾
薬
庫
が
爆
発
し
た
の
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
上
司
か
ら
広
島
に
特
殊
爆
弾
が

投
下
さ
れ
た
と
言
わ
れ
、
そ
れ
が
原
子
爆
弾
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だ
と
知
り
ま
し
た
。
以
上
が
私
の
少
年
時
代

の
出
来
事
で
す
。
生
死
の
境
を
繰
り
返
し
今

日
ま
で
生
き
て
来
ら
れ
た
事
に
感
謝
で
一

杯
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
の
で
ど
う
ぞ
宜
し
く
ご
指
導
の
程
、
お
願

い
し
ま
す
。 

ハ
ー
モ
ニ
カ
サ
ー
ク
ル
の 

 
 
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動 

 

栗
原 

寿
男 

五
班
三
八
期 

 

会
員
数
も
増
え
、
吹
け
る
曲
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
大
学
祭
や
芸
能
祭
以
外
に
も
演
奏

の
場
を
求
め
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
出

か
け
て
い
ま
す
。
演
奏
は
ま
だ
未
熟
で
す
が
、 

皆
さ
ん
と
合
唱
す
る
こ
と
に
よ
り
場
が
盛

り
上
が
り
ま
す
。
会
場
か
ら
エ
ー
ル
や
ア
ン

コ
ー
ル
も
い
た
だ
き
ま
す
。
少
し
で
も
社
会

の
お
役
に
た
ち
、
私
た
ち
の
生
き
甲
斐
づ
く

り
に
も
な
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

【
活
動
状
況
】 

Ｈ
２９
・
・
８
・
３ 

谷
本
ク
リ
ニ
ッ
ク
「
ミ 

ル
キ
ー
ケ
ア
」
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
／
リ 

ズ
ム
体
操
、
日
本
舞
踊
の
グ
ル
ー
プ 

の
皆
さ
ん
と
コ
ラ
ボ
。 

Ｈ
２９
・
・
９
・
８ 

仁
保
公
民
館
、
オ
レ
ン

ジ
カ
フ
ェ
／
演
奏
と
合
唱
が
一
体
と

な
っ
て
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
「
故
郷
」

を
演
奏
。 

Ｈ
２９
・
１２
・
１３
蓬
莱
園 

特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
／
リ
ズ
ム
体
操
サ
ー
ク
ル

と
共
に
出
演
。
ア
ン
コ
ー
ル
に
「
お

正
月
」
を
演
奏
。 

Ｈ
３０
・
６
・
８ 

仁
保
公
民
館
、
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
／
昨
年
の
演
奏
が
好
評
で

さ
い
し
ゅ
つ
え
ん
。
そ
れ
行
け
カ
ー

プ
の
合
唱
で
一
気
に
盛
り
上
が
り
、

会
場
は
マ
ツ
ダ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
！ 

Ｈ
３０
・
９
・
７ 

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム

「
あ
か
し
あ
大
河
」
／
会
場
か
ら
大

き
な
エ
ー
ル
が
あ
り
、
終
了
後
施
設

の
職
員
さ
ん
か
ら
、
感
謝
の
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。 

Ｈ
３０
・
９
・
19 

段
原
地
区
い
き
い
き
サ

ロ
ン
「
陽
だ
ま
り
」
／
仁
保
公
民

館
で
の
活
動
を
見
ら
れ
て
、
演
奏

の
依
頼
が
き
ま
し
た
。 

           

大
正
琴
サ
ー
ク
ル 

 
 
 
 

大
橋
美
恵
子 

六
班
三
七
期 

 

シ
ニ
ア
大
学
大
正
琴
サ
ー
ク
ル
（
大
学
、
大

学
院
、
Ｏ
Ｂ
会
）
合
同
の
年
間
行
事
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
南
区
陽
光
台
の
「
バ
ラ
苑
」
へ

慰
問
に
行
き
大
正
琴
を
演
奏
し
ま
し
た
。 

懐
か
し
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴
き
、
笑
顔
に
な

ら
れ
た
入
所
者
の
方
々
の
姿
に
、
私
達
の
心

も
熱
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

職
員
の
方
た
ち
も
一
緒
に
身
体
を
動
か
し
、

頭
の
体
操
も
し
、
本
当
に
楽
し
い
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

来
年
も
ま
た
お
逢
い
出
来
る
事
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す 

 
 

 
 
 
 

（
写
真
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
場
風
景 

詩
吟
詠
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介 

 

歳
は
重
ね
て
も
益
々
元
気
で
愉
し
く 

 
 
 

Ｏ
Ｂ
会
詩
吟
詠
サ
ー
ク
ル
代
表 

 
 

 

佐
々
木 

浩
二 

一
班
三
四
期 

 

こ
の
サ
ー
ク
ル
は
七
年
前
に
、
Ｏ
Ｂ

会
と
し
て
独
立
し
た
。
毎
年
数
名
の

会
員
が
大
学
・
院
サ
ー
ク
ル
か
ら
入

会
、
現
在
三
三
名 

 

と
な
っ
た
。
年
齢
層
は
７
０
歳
か
ら
９
３
歳

ま
で
と
幅
広
い
が
、
元
気
で
活
力
あ
る
サ
ー

ク
ル
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
主
な
取
り

組
み
状
況
を
紹
介
し
た
い
。 

 

＊
サ
ー
ク
ル
の
運
営
は
皆
で
背
負
っ
て
い

る
。
種
々
の
役
は
交
代
制
で
担
っ
て
い
る
為 

 

会
員
相
互
に
ふ
れ
合
う
機
会
が
多
く
、
絆
づ

く
り
や
サ
ー
ク
ル
の
活
性
化
に
も
役
立
っ

て
い
る
よ
う
だ
。 

 

＊
健
康
吟
詠
を
モ
ッ
ト
ー
に
愉
し
く
取
り

組
ん
で
、
腹
か
ら
大
声
で
詠
う
こ
と
は
健
康

の
源
。
腹
式
呼
吸
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
発
声
練

習
と
吟
詠
の
習
慣
化
、
人
前
で
の
独
吟
、
大

会
出
演
な
ど
、
各
自
目
標
を
立
て
仲
間
と
一

緒
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
最
近
で
は
、
人
前

で
全
員
独
吟
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
、
趣
味

の
芸
能
発
表
会
や
外
部
吟
詠
大
会
へ
の
出

演
者
も
増
え
、
お
互
い
の
励
み
に
な
っ
て
い

る
。 

 

＊
年
間
行
事
と
し
て
、
新
会
員
歓
迎
会
、
芸
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能
反
省
会
、
新
年
研
修
発
表
会
、
花
見
会
な

ど
交
流
の
機
会
が
あ
る
。
先
輩
後
輩
の
区
別 

な
く
絆
を
深
め
合
い
風
通
し
が
よ
い
。
今
年
度

の
新
会
員
歓
迎
会
は
滅
多
に
な
い
全
員
参
加

の
懇
親
会
と
な
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

新
会
員
の
入
会
は
新
風
を
頂
け
る
の
で
有
難

い
。
終
わ
り
に
、
会
員
一
同
、
健
康
吟
詠
や
仲

間
と
の
交
流
を
可
能
な
限
り
愉
し
み
な
が
ら
、

い
つ
ま
で
も
美
声
を
保
ち
、
老
い
に
負
け
ず
に

生
き
抜
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

 

 
 
 

（
写
真
）
詩
吟
詠
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん 

七
班
・
班
活
動 

坂
口 

和
人 

七
班
四
十
期 

 

Ｏ
Ｂ
会
七
班
は
会
長
方
針
に
従
い
以
下
の

研
修
会
を
実
施
し
た
。 

 

平
成
三
十
年
八
月
二
十
九
日
（
水
）
班
活

動
の
第
一
弾
と
な
る
「
野
外
研
修
レ
ク
」

を
実
施
。 

 

私
達
の
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
社

会
福
祉
セ
ン
タ
ー
五
Ｆ
Ａ
ホ
ー
ル
を
研

修
会
場
と
し
て
、
元
Ｒ
Ｃ
Ｃ
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
《
藤
尾
め
ぐ
み
》
さ
ん
を
講
師
に
「
美

容
院
？
病
院
？
相
手
に
届
く
話
し
方
の

基
礎
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
話
し
方
の

基
礎
の
基
礎
と
な
る
研
修
会
を
実
施
。
残

暑
厳
し
い
中
、
四
十
名
が
参
加
し
た
。「
話
」

を
す
る
に
は
｛
呼
吸
｝
｛
発
生
｝
｛
発
音
｝

の
三
要
素
が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
腹
式
呼
吸
の
呼
吸
法
の
練
習
、
腹
筋

を
使
い
横
隔
膜
を
利
用
し
て
四
～
五
メ

ー
ト
ル
先
の
相
手
が
聞
き
や
す
い
発
声

方
法
の
会
得
、
ま
た
発
音
練
習
と
し
て

「
あ
い
う
え
お
」
の
五
つ
の
母
音
を
口
の

形
に
注
力
し
つ
つ
発
声
練
習
、
一
人
一
人

が
参
加
者
全
員
の
前
で
、
早
口
言
葉
に
似

た
短
文
の
声
だ
し
に
挑
戦
し
、
笑
い
の
中

で
一
時
間
三
〇
分
の
研
修
を
無
事
終
了

し
た
。 

第
二
弾
と
な
る
班
活
動
は
九
月
二
五
日
に 

 

「
大
衆
演
劇
鑑
賞
会
」
と
銘
打
っ
て
老
朽

化
な
ど
の
為
、
平
成
三
〇
年
九
月
末
で
三

五
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
た
南
区
的

場
に
あ
る
、
広
島
最
後
の
専
門
劇
場
「
清

水
劇
場
」
で
実
施
。
四
十
名
が
参
加
し
、

役
者
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
た
臨
場
感

あ
ふ
れ
る
大
衆
演
劇
を
楽
し
ん
だ
。
公
演

終
了
後
は
役
者
の
皆
さ
ん
と
舞
台
上
で

記
念
撮
影
。
思
い
出
に
残
る
研
修
と
な
っ

た
。 

 
 
 
 
 
 
 

 

五
班 

第
一
回
班
懇
親
会 

五
班 

懇
親
会
有
志 

８
月
８
日
（
水
）
一
回
目
の
懇
親
会
を
福
屋

屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
於
い
て
行
い
ま

し
た
。
当
日
、
三
十
八
名
と
多
く
の
方
の

参
加
を
頂
き
大
変
盛
り
上
が
っ
て
お
り

ま
し
た
。
七
時
過
ぎ
に
は
約
半
数
の
方
が

帰
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
が
、
残
っ
た
人
達

の
輪
が
其
々
の
所
で
和
や
か
に
歓
談
さ

れ
時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

十
一
月
八
日
（
木
）
に
は
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
大

会
を
太
田
川
河
川
敷
の
コ
ー
ス
で
行
う

予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

（
写
真 

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
に
て
） 

  

＊
先
頭
ペ
ー
ジ
の
通
り
今
年
度
は
二
六
名
と

い
う
大
変
多
く
の
方
が
米
寿
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
。 

＊
十
月
一
七
日
（
水
）
中
間
役
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
各
事
業
部
長
に
よ
る
後
期
事
業

予
定
の
計
画
発
表
、
予
算
等
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。 

＊
七
月
末
現
在
の
会
員
数
は
七
五
二
名 

 

（
Ａ
班
四
三
〇
名
・
Ｂ
班
三
二
二
名
） 

＊
班
活
動
強
化
月
間
・
各
班
に
お
い
て
は
実
施

計
画
と
活
動
費
の
有
効
利
用
を
促
す
。 

＊
平
成
三
十
一
年
度
安
全
祈
願
祭
・
新
年
互
礼

会
を
平
成
三
十
一
年
一
月
五
日
に
予
定
。 

総
務
部
ニ
ュ
ー
ス 
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案
内
書
は
、
十
一
月
の
各
講
座
日
に
配
布
。 

  

＊
平
和
記
念
公
園
一
斉
清
掃
が
八
月
一
日
（
水
） 

 

Ｏ
Ｂ
会
参
加
者
は
七
十
一
名
（
Ａ
班
二
四

名
・
Ｂ
班
四
七
名
）
シ
ニ
ア
大
学
総
計
二
三

四
名
に
て
実
施
し
ま
し
た
。 

＊
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
来
る
十
一
月
十
六

日
（
金
）
十
二
時
～
十
三
時
ま
で
、
紙
屋
町

そ
ご
う
周
辺
に
て
行
い
ま
す
。 

＊
「
平
和
記
念
公
園
グ
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」 

 

シ
ニ
ア
大
学
グ
ル
ー
プ
主
催
に
て
十
一
月

三
十
日
（
金
）
実
施
予
定
・
広
島
平
和
都
市

祈
念
碑
東
側
に
集
合
。 

＊
平
成
三
十
一
年
度
講
座
・
講
師
の
推
奨
募
集 

 

十
一
月
に
協
議
し
決
定
す
る
。 

＊
前
期
講
座
出
席
率 

 

Ａ
班
平
均
７
２
％
・
Ｂ
班
平
均
７
７
％ 

 

全
体
的
に
僅
か
で
す
が
Ｕ
Ｐ
し
て
お
り
ま

す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

＊
「
第
二
十
六
回
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」 

 
 

出
演
申
込
四
十
三
件
延
べ
人
員
５
０
０

名
の
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
方
の 

 
 

御
協
力
に
よ
り
盛
大
に
無
事
終
了
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

＊
芸
能
発
表
会
の
反
省
会
、
今
後
の
課
題
点 

 
 

等
の
話
し
合
い
を
十
月
十
二
日
（
金
）
に 

 
 

行
い
ま
し
た
。 

   

＊
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
五
十
二
号
の
原
稿
募

集
を
行
っ
た
。 

 

＊
米
寿
表
彰
者
へ
の
原
稿
依
頼
、
写
真
撮
影

依
頼
、
芸
能
発
表
会
写
真
、
原
稿
等
の
依

頼
提
供
を
お
願
い
。 

 

＊
「
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
」
原
稿
募
集
開
始 

 

二
十
号
記
念
と
し
特
集
記
事
テ
ー
マ
を 

 

「
き
ず
な
」
「
絆
」
と
し
募
集
案
内
を
全 

 

会
員
に
配
布
し
た
。 

   

＊
秋
の
日
帰
り
旅
行 

 

十
一
月
二
十
二
日
（
木
）
実
施
。 

 

行
き
先 

 

西
長
門
リ
ゾ
ー
ト
・
角
島
・
元
乃
隅
神
社 

 

北
長
門 

＊
一
泊
研
修
旅
行 

 

予
定
日
三
十
一
年
三
月
十
四
日
～
十
五
日 

＊
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
。 

 

十
月
全
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
す
る
。 

 

十
一
月
に
回
収
し
検
討
を
行
い
後
日
全
員 

 

に
通
知
し
参
加
募
集
を
行
う
。 

  

俳 

句 

 

子
供
達 

 
 
 
 

二
班
三
五
期 

石
森 

園
枝 

 

＊
一
時
帰
国 

院
生
の
孫 

ス
イ
カ
か
な 

 
 

（
日
本
か
ら
三
名
の
院
生
・
・
一
時
帰
国

し
た
孫
は
ス
イ
カ
を
美
味
そ
う
に
） 

＊
ゆ
か
た
着
て
サ
ン
ダ
ル
は
ゐ
て
現
代
っ
子 

 
 

（
ゆ
か
た
と
云
え
ば
ゲ
タ
） 

＊
敬
老
会 

子
等
に
教
え
る 

フ
ラ
ダ
ン
ス 

 
 

（
一
年
生
か
ら
四
年
生
の
生
徒
が
三
世
代 

 
 
 

祭
り
に
出
演
） 

 

平
成
参
○
大
流
所
感 

 
 
 
 

七
班
三
七
期 

高
山 

正
明 

＊
激げ

き

雨う

は
街ま

ち

を
流な

が

し
て
瓦
礫

が

れ

き

と
成な

る 

＊
洪
涛

こ
う
と
う

の
惨
禍

さ

ん

か

転う
た

た
情

じ
ょ
う

を
痛い

た

ま
し
む 

＊
万ば

ん

霊れ
い

を
追
悼
し
て
大
地

だ

い

ち

を
治お

さ

め 

＊
迅す

み

速や
か

に
復
興

ふ
っ
こ
う

し
て
安
寧

あ
ん
ね
い

を

甦
よ
み
が
え

へ
ら
す
べ
し 

 

     

「
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
」
、
Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス

何
れ
も
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

「
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
」
に
付
き
ま
し
て
は
既

に
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
よ
う
に
今

回
特
集
と
し
て
「
き
ず
な
」
「
絆
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
設
け
て
お
り
ま
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
員
の
皆
様
方
に
は
長
い
人
生

経
験
を
積
ん
で
今
日
に
至
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
間
の
親
、
兄
弟
、
親

戚
、
友
人
等
、
多
岐
に
わ
た
り
多
く

の
人
脈
を
お
持
ち
の
事
と
存
じ
ま
す
。

そ
の
一
部
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
文
章

に
お
書
き
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
自

治
会
長
も
進
め
て
お
り
ま
す
十
月
・

十
一
月
班
活
動
強
化
月
間
の
各
班
の

懇
親
会
、
班
活
動
の
模
様
を
Ｏ
Ｂ
会

ニ
ュ
ー
ス
へ
投
稿
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
又
、
研
修
旅
行

で
の
出
来
事
な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。 

そ
の
他
の
短
歌
、
俳
句
、
随
想
等
も
通

年
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
「
Ｏ
Ｂ
会
ニ

ュ
ー
ス
」
「
き
ず
な
Ｏ
Ｂ
」
何
れ
に
記

載
か
を
ご
記
入
お
願
い
し
ま
す
。 

原
稿
募
集
中 
学
習
部
ニ
ュ
ー
ス 

芸
能
部
ニ
ュ
ー
ス 

文
化
部
ニ
ュ
ー
ス 

研
修
部
ニ
ュ
ー
ス 
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趣
味
の
芸
能
発
表
会 

 

「
第
二
十
六
回
趣
味
の
芸
能
発
表
会
」 

 

九
月
二
十
九
日
（
土
）
広
島
市
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
５
Ｆ
大
ホ
ー
ル
に
て
大
盛
況
で

し
た
。
多
く
の
来
場
者
と
共
に
日
頃
の
練
習

成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。 

極
一
部
で
す
が
、
写
真
を
披
露
し
ま
す
。 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 
 

 



 

 広島市シニア大学院 OB会ニュース 平成３０年１１月１日 

 

8 

 

僅
か
な
写
真
の
掲
載
で
本
当
に
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
。
紙
面
の
都
合
も
あ
り
ま
す
が
文

化
部
と
し
て
の
デ
ー
タ
ー
収
集
の
あ
り
方

に
も
あ
り
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
次
回

よ
り
一
層
の
努
力
を
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
又
、
機
会
が
有
れ
ば
紙
面
へ
の
掲

載
も
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

十
一
月
の
気
候 

七
日
（
水
）（
立
冬
）、
こ
の
日
よ
り
冬
の

始
ま
り
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

二
十
二
日
（
木
）
小
雪
、
小
雪
の
舞
う
時

期
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
を
聞
い

た
だ
け
で
も
寒
さ
を
気
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
暖
冬
傾
向
に

あ
り
、
十
月
に
お
い
て
も
三
十
度
を
超
え

る
日
が
多
く
有
り
ま
し
た
。
暖
か
い
日
々

が
続
く
と
過
ご
し
や
す
い
の
で
す
が
・
・ 

十
二
月
の
気
候 

 

七
日
（
金
）（
大
雪
）、
寒
さ
も
一
段
と
厳

し
く
な
っ
て
参
り
ま
す
こ
の
時
期
、
山
間

部
に
於
い
て
は
降
雪
の
便
り
も
出
て
く

る
頃
と
思
い
ま
す
。 

 

十
二
月
二
十
二
日
（
冬
至
）
、
真
の
冬
を

迎
え
る
頃
で
す
。「
か
ぼ
ち
ゃ
」
を
食
べ
、

柚
子
湯
に
浸
り
健
康
維
持
を
は
か
り
ま

し
ょ
う
。
ク
リ
ス
マ
ス
、
大
晦
日
、
そ
し

て
元
旦
と
家
族
の
集
い
、
お
節
料
理
、
お

酒
、
夜
更
か
し
と
普
段
よ
り
多
く
の
身
体

の
負
担
も
増
え
ま
す
。
気
を
つ
け
て
、
新

年
を
、
子
ど
も
さ
ん
、
お
孫
さ
ん
、
共
々

元
気
で
迎
え
ま
し
ょ
う
。 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                        

                        
 
 
 
 

 

 

気 

候 

歳 

時 

記 

訃報 

平成３０年７月より１０月までに次の方々が逝去されました。 

１班 ２６期  平田 数良 様 

４班 ２５期  荒尾 成国 様 

１班 ２８期  高木 為登 様            

                                            

 

会員一同、謹んでお悔やみ申し上げます。 

 

 

 

 

 

編 

集 

後 

記 

今
年
の
夏
の
暑
さ
は
近
年
希
に
み
る

猛
暑
が
続
き
全
国
で
熱
中
症
患
者
が

過
去
最
多
の
様
で
し
た
。
又
、
雨
不

足
に
よ
り
野
菜
不
足
に
て
価
格
が
高

騰
し
、
家
庭
に
も
大
き
な
負
担
と
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
会
員
の
皆

様
方
は
涼
を
求
め
て
、
各
班
、
各
サ

ー
ク
ル
に
て
、
屋
上
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

の
回
数
も
多
く
行
か
れ
た
こ
と
で
し

ょ
う
。
Ｏ
Ｂ
会
活
動
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
、
芸
能
発
表
会
も
盛
大
に
行
わ

れ
多
く
の
観
客
を
和
ま
し
て
頂
き
ま

し
た
。
十
月
、
十
一
月
と
Ｏ
Ｂ
会
、

班
別
に
て
そ
れ
ぞ
れ
に
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
さ
れ
て
い
る
事
で
し
ょ
う
。
そ

の
模
様
等
を
是
非
と
も
投
稿
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

文
化
部
一
同 
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